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紙の打出

業務フローが変わらず
職員はラクになっていない

窓口対応

デジタルツール導入で
住民利便性向上

オンライン申請で
いつでも申請可

事務負担軽減
ミス抑制

人手を介さない
データ連携

デジタル対応に合わせた
最適化された業務フロー

職員

住民利便性向上 職員業務効率化
人的リソースを企画立案業務や相談業務等にシフト

より質の高い行政サービスを持続可能な形で提供

手続は原則オンライン化

複数手続を
１箇所の窓口で

丁寧な相談対応

〇証明書はコンビニ交付で来庁不要

▲オンライン申請導入

△書かない窓口導入

→利用率が低い

窓口対応を希望する住民

→データ連携なし

書かない窓口
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